
 ２０１４年  

年頭挨拶 

 

あけましておめでとうございます。 

２０１４年の新春にあたり、謹んで年頭のご挨拶を

申し上げます。 

昨年の車体業界を振り返りますと、生産台数は一昨年

に終了したエコカー補助金の影響を挽回するまでに

は至らなかったものの概ね計画どおり推移した 1 年

でありました。震災復興に必要とされる「働くくるま」

の需要は引き続き高水準で推移するとともに、４月か

らの消費税引き上げ前の需要増への対応も含め、会員

の皆様はお忙しい1年間であったと思います。 

昨年１月～１１月の当会会員生産台数を見ますと、

上述のとおり全体では前年比３％減の２１９万台と

なりました。その内、委託生産車を除く当会特有の非

量産車種は１０％増の１４．２万台と２年連続の前年

超えとなりました。 

この様な中、当会は「安全対応活動の推進」「環境

対応自主取組みの推進」「中小企業支援活動の推進」

「活性化活動の継続推進」を主要４項目と位置づけ皆

様のご協力のもと活動し、それぞれにおいて成果を上

げることができました。 

「安全対応活動の推進」では、突入防止装置の基準

改正に係る国際会議に委員を派遣し、国際自工会や欧

州車工会との意見交換をはじめ、基準改正に対し当会

としての意見を申上げました。また、巻込み防止装置

の推奨基準の設定、ＪＡＢＩＡ規格化の推進、部会調

査研究活動など、計画どおり進捗しております。 

「環境対応自主取組みの推進」では、ＣＯ２、ＶＯ

Ｃ、産業廃棄物の削減とも、皆様の協力のおかげで目

標を達成できる見込みです。環境負荷物質の使用削減

はフォローアップの段階となってきており、これまで

以上に皆様のご理解とご支援が重要となってまいり

ます。また、新環境基準適合ラベル、通称「ゴールド

ラベル」の運用も、会員への取得支援活動、社会への

ＰＲ活動とも積極的に進め、適合認定は１２１機種と

なりました。 

「中小企業支援活動の推進」では、官公庁情報の適

切な展開はもとより、税制改正や規制改革などの各種 
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要望の提出やその実現に向け関係団体と連携した取

組みを推進しております。また、「高齢者雇用推進事

業」として昨年企業向け、従業員向けにそれぞれ高齢

者雇用推進のガイドブックを作成し配布するととも

に、各地で説明会を実施してきております。 

「活性化活動の継続推進」では、車体業界の認知度

向上を図るため当会からの情報発信の充実に努める

とともに、昨年度策定した「車体業界の将来ビジョン」

の具体化に向け、「チャレンジ５活動」をスタートさ

せ、「選択と集中」の事例/方向性の調査、及びコンソ

ーシアムの実例調査を行い、計画どおり年度末には皆

様に報告できる見込みです。 

以上のように、皆様のご協力により事業計画は概ね計

画どおり進捗させることができたと判断しておりま

す。 

なお、当会正会員数は増加を続け、昨年４月以降新

たに３社に入会頂き１８４社となり、大変ありがたく

思っております。あらためて当会への期待も、年々大

きくなってきていることを実感すると共に、責任の重

さを強く感じております。 

さて、昨年２０２０年の東京オリンピック開催も決

まり、取り巻く環境変化は更に大きく、早くなってき

ております。そうした中、本年の経営環境を見てみま

すと、４月の消費税増税による景気への影響、ＴＰＰ

交渉の行方、新興国の成長鈍化、近隣国との関係など、

懸念材料は続いております。日本再興戦略実行の年と

して具体的方策の着実な展開も期待でき、２０２０年

の東京オリンピック開催に向けた取組みや震災復興

活動の継続により、国内商用車の需要は昨年並みと考

えています。 

このような中、引き続き「会員に喜ばれる、頼りに

される車体工業会」を目指し活動を更に充実させてい

く所存ですので、引き続きご支援、ご協力をお願い申

し上げます。 

最後になりますが、会員並びに関係各位のますますの

ご繁栄とご多幸を祈念し、新年のご挨拶とさせていた

だきます。 


